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日本の歴史 (9) 江戸時代－２

要点チェック 11回
氏名〔 〕

問１ 右の１～３の農具の名をそれぞれ答えなさい。

１〔 〕

２〔 〕

３〔 〕

問２ いわしを干してつくった、綿づくりに多く使われた肥 料 を何といいますか。
ほ わた ひ りよう

〔 〕

問３ 農民や 職 人を労働者として工場に集め、分業によって製品をつくらせる生産方法を何といいますか。
しょくにん せいひん

〔 〕

問４ 江戸時代、有力な商工業者がつくった同業者の組合を何といいますか。

〔 〕

問５ 経済の中心地として栄え、後に「天下の台所」とよばれた都市の名を答えなさい。また，年貢米を現
けいざい ねん ぐ まい

金にかえるため，この都市に各藩がおいた建物の名を答えなさい。
かくはん

〔 〕，〔 〕

問６ 町のなりたちとして正しくないものを次から選んで、記号で答えなさい。

ア 仙台－城下町 イ 博多－港町 ウ 名古屋－宿場町 エ 長野－門前町 〔 〕

問７ ５代将軍徳川綱吉のころに栄えた文化の名を答えなさい。また，この文化について，次の問いに答え
つなよし

なさい。

〔 〕文化

１ 井原西鶴の作品に代表される，江戸時代の小説を何といいますか。〔 〕
い はらさいかく

２ 義理と人 情 の板ばさみになやむ人々などを、人 形 浄 瑠璃や歌舞伎の 脚 本にえがいた人物の名を答
ぎ り にんじょう にんぎょうじょう る り か ぶ き きゃくほん

えなさい。

〔 〕

３ 自然や人生を見つめる俳句をよみ、『おくのほそ道』という紀行文を残し
はい く き こうぶん

た人物の名を答えなさい。

〔 〕

４ 木版による浮世絵をつくり出し、代表作に右の『見返り美人図』がある人
もくはん うき よ え み かえ

物の名を答えなさい。

〔 〕

問８ 儒学の中でも、江戸幕府が特に 重 視した学問は何でしたか。
じゆがく じゆう し

〔 〕
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問９ 日本人の本来のものの見方や考え方を明らかにしようとした学問を何といいますか。また、『古事記伝』
こ じ き でん

などを 著 して、この学問を大成した人物の名を答えなさい。
あらわ

〔 〕，〔 〕

問10 ヨーロッパの学問を研究する学問を何といいますか。また，この学問について，次の問いに答えなさ

い。

学問…〔 〕

１ この学問がおこったのは、キリスト教に関係のない、漢文に訳された洋書の輸入が許されたことがき

っかけでした。この政策を行った８代将軍の名を答えなさい。
せいさく

〔 〕

２ 杉田玄白・前野 良 沢らが翻訳して出版した医学書の名を答えなさい。
すぎ た げんぱく まえ の りょうたく ほんやく

〔 〕

３ 全国を測 量 して，正確な日本地図をつくった人物の名を答えなさい。
そくりょう

〔 〕

４ オランダ商館の医師として来日し，多くの学者を育てたドイツ人の名を答えなさい。

〔 〕

問11 19世紀初め，江戸を中心として栄えた文化の名を答えなさい。

また，この文化について、次の問いに答えなさい。

〔 〕文化

１ 『東海道 中 膝栗毛』という小説を著した人物の名を答えなさい。
とうかいどうちゅうひざくり げ

〔 〕

２ 右のＡの『東海道五 十 三次』が代表作である人物の名を答えな
とうかいどう ご じゅうさんつぎ

さい。

〔 〕

３ 右のＢの『富嶽三 十 六景』が代表作である人物の名を答えなさ
ふ がくさんじゅうろっけい

い。

〔 〕

問12 町人などの子どもに読み・書き・そろばんなどを教えた教育機関の名を答えなさい。

〔 〕

問13 江戸時代の交通について、次の１～４の名をそれぞれ答えなさい。

１ 江戸と京都を結び，おもに太平洋沿いにすすむ街道 〔 〕
ぞ

２ 江戸と草津を結び，おもに内陸をすすむ街道 〔 〕
くさ つ

３ 日本海側の産物を，瀬戸内海を通って大阪まで運ぶ航路 〔 〕航路
さんぶつ せ と ないかい

４ ３の航路で、蝦夷地や東北などの産物を大阪まで運んだ船 〔 〕
え ぞ ち

問14 関所で、江戸への鉄砲の持ちこみと、江戸から地方へ出る武家の女性を特にきびしく取りしまったこ
せきしょ てっぽう ぶ け

とをあらわすことばを答えなさい。

〔 〕


